高等学校地理歴史科（日本史）学習指導案
指導教諭　　　　　　　　　㊞
実習生　　　　　　　　　㊞

実習校：

実習日時：平成　　年　　月　　日

実習学級：　　年　　組

使用教科書：山川出版社　改訂版　詳説日本史

１、単元名：第５章　武家社会の成長　１．室町幕府の成立

２、単元目標：日本の諸地域の動向、日明貿易など東アジア世界との交流、庶民の台頭に着目して、産業経済の発展や下剋上など中世社会の多様な展開及び武家文化と公家文化のかかわりや庶民文化の萌芽など文化の動向について理解させる。

３、単元の指導計画
１）鎌倉幕府の滅亡　　　　1時間
　　　　　　　　　　２）建武の新政　　　　　　1時間

　　　　　　　　　　３）南北朝の動乱　　　　　1時間

　　　　　　　　　　４）守護大名と国人一揆　　1時間

　　　　　　　　　　５）室町幕府　　　　　　　1時間（本時）　　　　　　　計5時間

４、本時の目標
・室町幕府の政治機構、三管領、四職について理解させる。
・室町幕府は御料所が少なかったため、財政補填策として多くの税が課されていたことを理解させる。
５、本時の展開

	段階
	時間
	学習内容
	学習活動
	指導上の留意点
	資料等

	導

入
	7分
	・本時の内容
	・本時で学習する内容を把握する。
	・室町幕府はなぜ京都に置かれたのか、確認させてから本時の内容に入る。

本時で学習する内容が室町幕府の政治機構と財政であることを把握させる。
	

	展

開
	20分
	○政治機構
	・中央の機構ついて理解する。
三管領、四職とは何か理解する。
地方の機構について理解する。

プリントの該当箇所を埋める。
	・室町幕府の政治機構は基本的には鎌倉幕府の政治機構と同じであることを説明する。
中央には、管領・侍所・政所・問注所が置かれたことを説明する。将軍の直轄軍が奉公衆であることを説明する。評定衆・引付は実質的な政務を行っていなかったことを説明する。
管領に任命される三家を三管領といい、その三家が細川・斯波・畠山であることを説明する。また、四職とは侍所所司に任命された四家のことであり、その四家が山名・赤松・京極・一色であることを説明する。

地方には、鎌倉府・九州探題・奥州探題・羽州探題・守護・地頭が置かれていたことを説明する。鎌倉府の長官を鎌倉公方といい、鎌倉公方の補佐役が関東管領であることを説明する。
生徒に考えさせるよう留意しつつ、プリントの該当箇所を埋めさせる。
	プリント『Ⅴ室町幕府』

	
	20分
	○幕府の財政
	・幕府の主要財源が御料所であったことを理解する。

室町幕府の御料所が少なかったことを理解する。
室町幕府は財源を補うため、多くの税を課したことを理解する。

プリントの該当箇所を埋める。
	御料所とは、室町幕府の直轄領であることを説明する。
鎌倉時代、足利氏は北条氏に抑えられていたため御料所が少なかったことを理解させる。

室町幕府は財源を補うために何をしたか考えさせる。
財源を補うための税として、関銭・津料・倉役・酒屋役・段銭・棟別銭・地子銭があったことを説明する。税の内容について説明する。
生徒に考えさせるよう留意しつつ、プリントの該当箇所を埋めさせる。
	プリント『Ⅴ室町幕府』

	ま

と

め
	3分
	・本時のまとめ
	・プリントを見ながら本時の内容を復習する。室町幕府の政治機構と財政について再確認する。
	・室町幕府はどのような政治機構があったのか、三管領とは何か、四職とは何か再確認させる。

財源を補うために多くの税を課したことを再確認させる。
	


６、評価：・室町幕府の政治機構、三管領、四職について理解できたか。
・室町幕府は御料所が少なかったため、財政補填策として多くの税が課されていたことを理解できたか。

７、参考資料：放送大学教育振興会　『中世日本の歴史』　五味文彦　本郷和人　編

　　　　　　　山川出版社　　　　　『詳説　日本史資料集』　笹山晴生　五味文彦　吉田伸之　鳥海靖　編

　　　　　　　吉川弘文館　　　　　『戦争の日本史8　南北朝の動乱』　森茂暁

第５章　武家社会の成長　１．室町幕府の成立
Ⅴ室町幕府（政治機構と財政）

☆室町幕府の政治機構にはどんな機関があったのか？　三管領とは？　四職とは？
◎政治機構
・中央
	機関
	長官
	職務

	（1．　管領　　）　　
	執事
	将軍の補佐役。

	（2．　侍所　　）
	所司
	武士の統率、京都の警備、刑事訴訟。

	（3．　政所　　）
	執事
	財政事務を担当。

	（4．　問注所　）
	執事
	記録・訴訟文書の保管。

	（5．　引付　　）
	
	所領の訴訟を管理。

	（6．　奉公衆　）
	
	将軍の直轄軍。


※評定衆・引付　☜実質的な機能はしていなかった
三管領：管領に任命された三家のこと。
　　　　＝（7．　細川　　）・（8．　斯波　　）・（9．　畠山　　）
四職：侍所所司に任命された四家のこと。
　　　＝（10．　山名　　）・（11．　京極　　）・（12．　一色　　）・（13．　赤松　　）

・地方　
①東国の統轄

	名称
	職務

	（1．　鎌倉府　　　）
	幕府から一応独立して、関東8カ国と伊豆・甲斐、陸奥・出羽を統轄した。

	（2．　鎌倉公方　　）
	鎌倉府の長官。　初代は尊氏の子、基氏。

	（3．　関東管領　　）
	鎌倉公方の補佐役。


②要所の統轄
	（4．　九州探題　　）
	九州の守護大名の統制にあたった。

	（5．　奥州探題　　）
	陸奥の軍事・民政を行なった。　斯波氏の子孫、大崎氏が世襲。

	（6．　羽州探題　　）
	出羽国を治めた。　斯波氏の子孫、最上氏が世襲。


③各地の支配：守護・地頭
◎幕府の財政

☆室町幕府の財源は何だったか？

①御料所　←　少ない
・御料所とは？：室町幕府の（1．　直轄領　　）。
・なぜ、少なかったのか？

＝　鎌倉時代、足利氏は（2．　北条　　）氏に抑えられていたから。
②財源補充策

・財源をどのように補ったのか？
	税
	税の内容

	（1．　関銭　　　）
	関所の通行税。

	（2．　津料　　　）
	船着場で徴収した通行税。

	（3．　倉役　　　）
	京都の土倉に課した税。

	（4．　酒屋役　　）
	京都・奈良の酒造業者に課した税。

	（5．　段銭　　　）
	一国平均に田地一段に課した税。

	（6．　棟別銭　　）
	家屋の棟数に応じて戸別に課した税。

	（7．　地子銭　　）
	宅地に課した税。


